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【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年9月28日(2017.9.28)
【誤訳訂正１】
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【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　負のゼータ電位を有する、カルボン酸で表面官能化された、ポリ（乳酸－ｃｏ－グリコ
ール酸）担体粒子に結合した抗原を含む、組成物であって、
　前記抗原が、前記担体粒子内に封入され、
　前記粒子の前記ゼータ電位が、－７５ｍＶ～－４０ｍＶ、又は－５０ｍＶ～－４０ｍＶ
である、
　組成物。
【請求項２】
　前記粒子が、約８０：２０～約１００：０のモル比を有するコポリマーである、請求項
１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記粒子が、約０．１μｍ～約１０μｍ、約０．３μｍ～約５μｍ、約０．５μｍ～約
３μｍ、約０．５μｍ～約１μｍ、又は約０．５μｍの直径を有する、請求項１に記載の
組成物。
【請求項４】
　前記抗原が、自己免疫抗原、対象に移植される組織上に発現される抗原、またはアレル
ゲンを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記抗原が、ミエリン塩基性タンパク質、アセチルコリン受容体、内在性抗原、ミエリ
ンオリゴデンドロサイト糖タンパク質、膵β細胞抗原、インスリン、グルタミン酸デカル
ボキシラーゼ（ＧＡＤ）、１１型コラーゲン、ヒト軟骨ｇｐ３９、ｆｐ１３０－ＲＡＰＳ
、プロテオリピドタンパク質、フィブリラリン、低分子核小体タンパク質、甲状腺刺激因
子受容体、ヒストン、糖タンパク質ｇｐ７０、ピルビン酸脱水素酵素ジヒドロリポアミド
アセチルトランスフェラーゼ（ＰＣＤ－Ｅ２）、毛包抗原、Ａ－グリアジン、ヒトトロポ
ミオシンアイソフォーム５、バヒアグラス花粉（ＢａＧＰ）、モモアレルゲンＰｒｕ ｐ
３、αｓ－１カゼイン牛乳アレルゲン、Ａｐｉｇ１セロリアレルゲン、Ｂｅｒｅ１ブラジ
ルナッツアレルゲン、Ｂ－ラクトグロブリン牛乳アレルゲン、ウシ血清アルブミン、Ｃｏ
ｒ ａ １．０４ヘーゼルナッツアレルゲン、および卵白アルブミン卵アレルゲンからなる
群から選択されるタンパク質を含むか、前記タンパク質の少なくとも一部を含む、請求項
４に記載の組成物。
【請求項６】
　前記粒子が、生分解性である、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記粒子が、表面官能化される、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　薬学的に許容される担体をさらに含む、請求項１～７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　当該組成物を対象に投与することによって前記対象において抗原特異的寛容を誘導する
方法に使用されるための、請求項１～８のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記投与が、疾患または状態を治療または予防するために行われる、請求項９に記載の
組成物。
【請求項１１】
　前記疾患または状態が、自己免疫疾患、炎症性疾患、アレルギー、移植拒絶反応、また
は過免疫応答である、請求項１０に記載の組成物。
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【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３９】
　本発明の粒子は、特定のゼータ電位を有することができる。特定の実施形態において、
ゼータ電位は負である。一実施形態において、ゼータ電位は、約－１００ｍＶ未満である
。一実施形態において、ゼータ電位は、約－５０ｍＶ未満である。特定の実施形態におい
て、粒子は、－１００ｍＶ～０ｍＶのゼータ電位を有する。さらなる実施形態において、
粒子は、－７５ｍＶ～０ｍＶのゼータ電位を有する。さらなる実施形態において、粒子は
、－６０ｍＶ～０ｍＶのゼータ電位を有する。さらなる実施形態において、粒子は、－５
０ｍＶ～０ｍＶのゼータ電位を有する。さらなる実施形態において、粒子は、－４０ｍＶ
～０ｍＶのゼータ電位を有する。さらなる実施形態において、粒子は、－３０ｍＶ～０ｍ
Ｖのゼータ電位を有する。さらなる実施形態において、粒子は、－２０ｍＶ～＋０ｍＶの
ゼータ電位を有する。さらなる実施形態において、粒子は、－１０ｍＶ～－０ｍＶのゼー
タ電位を有する。特定の実施形態において、粒子は、－５０ｍＶ～－４０ｍＶのゼータ電
位を有する。
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